
　

２
０
１
７
年
10
月
28
日
、
関
西
大
学
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

本
年
度
の
第
２
回
私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
「『
働
き
方
改
革
』
の

意
義
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。
関
西
大
学
の
前
田

裕
副
学
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
立
場
か
ら
働

き
方
改
革
に
関
わ
っ
て
い
る
３
名
の
講
師
が
意
見
発
表
を
行
っ
た
。

●
総
論

「『
働
き
方
改
革
実
現
計
画
』
の
課
題
と
真
の
働
き
方
改
革
と
は
」

�

山
田 

久
氏
（
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
理
事
兼
主
席
研
究
員
）

　

長
年
に
わ
た
っ
て
労
働
問
題
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
、
多
数
の

著
書
で
鋭
い
現
状
分
析
や
未
来
へ
の
提
言
を
続
け
て
い
る
山
田
久

氏
は
、
政
府
が
推
進
し
て
い
る
「
働
き
方
改
革
」
の
背
景
や
課
題

に
つ
い
て
、
多
面
的
な
分
析
を
行
っ
た
。

①
「
働
き
方
改
革
」
の
当
初
の
目
的
は
、
政
府
の
成
長
戦
略
を
踏

ま
え
た
経
済
の
好
循
環
実
現
の
た
め
、
生
産
性
向
上
と
同
一
労
働

同
一
賃
金
に
よ
る
賃
上
げ
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

②
具
体
的
に
進
ん
で
い
る
施
策
は
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
処
遇

改
善
（
同
一
労
働
同
一
賃
金
）
と
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の

導
入
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
で
あ
る
欧
州
型
の
働
き

方
を
モ
デ
ル
に
し
て
お
り
、
職
業
教
育
や
実
践
教
育
を
強
化
す
る

な
ど
、
現
在
の
大
学
教
育
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、

真
の
働
き
方
改
革
は
実
現
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

③
欧
州
の
同
一
労
働
同
一
賃
金
は
正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用
労
働

者
と
の
賃
金
格
差
解
消
よ
り
も
、
男
女
間
の
賃
金
格
差
解
消
、
つ

ま
り
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
発
想
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
日
本
で
導
入
す
る
に
は
ア
レ
ン
ジ
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

④
労
働
人
口
の
大
幅
な
減
少
に
伴
い
、
今
後
は
一
人
一
人
の
付
加

価
値
生
産
性
を
少
な
く
と
も
国
際
レ
ベ
ル
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
く
る
。
働
き
方
改
革
を
生
産
性
革
新
の
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
活
躍
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ

髙
作 

正
博
●
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
委
員
、
関
西
大
学
学
長
補
佐・

法
学
部
教
授

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７ 

─
「『
働
き
方
改
革
』
の
意
義
を
考
え
る
」
総
括
（
大
阪
会
場
）
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て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤
以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
働
き
方
改
革
は
、
欧
州
型

と
日
本
型
が
融
合
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド・

シ
ス
テ
ム
を
目
指
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
社
会
人
の
実
践
的
な
学
び
直
し
な
ど
、
今
後
、

大
学
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
大
き
い
。

●
事
例
報
告

「
事
業
生
産
性
26
％
向
上
を
も
た
ら
し
た
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

の
働
き
方
改
革
と
Ａ
Ｉ
活
用
─
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
、
成
果

を
出
す
働
き
方
」

�

輪
島 

文
氏
（�

日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
株
式
会
社O
ffi
ce

ビ
ジ
ネ
ス
本
部

シ
ニ
ア
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

　

日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
株
式
会
社
で
社
内
の
働
き
方
改
革
推
進

を
担
当
し
て
い
る
輪
島
文
氏
は
、
改
革
が
も
た
ら
し
た
成
果
に
つ

い
て
、
具
体
例
や
実
演
を
交
え
な
が
ら
興
味
深
い
報
告
を
行
っ
た
。

①
働
き
方
改
革
が
目
的
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
長
さ
せ
る
た

め
に
付
加
価
値
生
産
性
の
向
上
を
追
求
し
た
結
果
、
働
き
方
を
変

え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
無
駄
な
時
間
を
徹
底
的
に
削
り
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
な
が
ら
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
や
他
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
時
間
を
充
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

②
２
０
１
１
年
の
オ
フ
ィ
ス
移
転
を
機
に
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

働
け
る
環
境
整
備
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
推
進
し
た
。
社
員
の
意
識

改
革
の
た
め
に
、
社
長
自
ら
外
出
先
で
仕
事
を
し
て
い
る
様
子
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
ま
た
、
営
業
先
で
パ
ソ
コ
ン
に
自
社
の
専
門
家
を

呼
び
出
す
「
オ
ン
ラ
イ
ン
同
行
」
や
、
１
０
０
％
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
な
ど
の
試
み
を
行
っ
た
。

③
取
り
組
み
の
結
果
、
事
業
生
産
性
が
26
％
向
上
し
、
１
人
当
た

り
の
売
上
高
が
格
段
に
伸
び
、
社
員
の
働
き
が
い
も
充
実
し
た
。

④
働
き
方
の
質
を
根
本
的
に
変
え
る
た
め
に
は
、
現
場
同
士
お
よ

び
現
場
と
経
営
層
が
つ
な
が
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ド

を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
え
る
環
境
を
整
備
し
、
部

門
横
断
の
連
携
を
活
性
化
さ
せ
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
共
有
や
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
つ
な
げ
て
い
る
。

⑤
ク
ラ
ウ
ド
上
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
会
議
時
間
や
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
な
ど
を
徹
底
的
に
見
え
る
化
し
、
Ａ
Ｉ
か

ら
時
間
の
使
い
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
参
考
に
し
て
い
る
。

⑥
経
営
層
の
会
議
で
も
紙
の
資
料
は
使
わ
ず
、
分
析
ツ
ー
ル
を
使
っ

て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
デ
ー
タ
を
引
き
出
す
こ
と
で
即
断
即
決
し
、

会
議
に
関
わ
る
無
駄
な
時
間
を
削
減
し
た
。

●
提
言

「
正
し
い
働
き
方
改
革
の
実
現
方
法
─
企
業
の
成
長
と
社
員
の
幸
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せ
を
両
立
さ
せ
る
『
量
』
と
『
質
』
の
改
善
」

�
越
川 

慎
司
氏
（
株
式
会
社
ク
ロ
ス
リ
バ
ー
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

　

日
本
企
業
22
社
、
延
べ
16
万
２
０
０
０
人
の
働
き
方
改
革
を
支

援
し
て
い
る
越
川
慎
司
氏
は
、
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
日
本
の
企

業
全
体
が
進
ん
で
い
る
方
向
性
を
紹
介
し
、
実
例
に
基
づ
い
て
、

将
来
の
働
き
方
に
つ
い
て
提
言
し
た
。

①
上
場
企
業
の
８
割
が
働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
成

功
し
て
い
る
の
は
16
％
程
度
で
あ
る
。
働
き
方
改
革
は
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
だ
け
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
。
働
き
方
改
革
自
体
を
目
的

と
す
る
の
で
は
な
く
、
企
業
の
成
長
と
個
人
の
幸
福
を
両
立
さ
せ

る
手
段
と
し
て
働
き
方
改
革
を
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は
、
変
化
に
対
応
し
異
質
な
も
の
を
受
け

入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
中
で
変
化
が
生
ま
れ
、
意
識
が
変

わ
る
こ
と
が
働
き
方
改
革
の
起
点
と
な
る
。
自
分
が
働
く
理
由
を

理
解
し
、
手
段
と
し
て
の
働
き
方
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

③
労
働
人
口
の
大
幅
な
減
少
に
対
応
す
る
た
め
に
、
全
員
が
付
加

価
値
生
産
性
を
上
げ
て
い
く
働
き
方
改
革
が
求
め
ら
れ
る
。
働
き

方
改
革
に
は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
促
す
仕
組
み
と
、
ト
ッ
プ
の
覚

悟
が
必
要
で
あ
る
。

④
働
き
方
改
革
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
経
営
者
と
社
員
の
「
腹
落

ち
感
」
で
は
な
い
か
。
現
場
に
自
由
と
責
任
を
持
た
せ
、
自
律
的

な
成
長
を
促
す
こ
と
が
重
要
だ
。

⑤
長
時
間
労
働
の
主
な
原
因
は
会
議
と
メ
ー
ル
で
あ
る
。
会
議
で

合
議
す
る
と
い
う
意
志
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
変
え
、
社
員
に
裁
量
権

を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
員
が
ま
ず
行
動
し
、
そ
れ
か
ら
振

り
返
っ
て
修
正
す
る
フ
ロ
ー
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

⑥
改
革
の
結
果
を
指
標
に
し
て
徹
底
的
に
見
え
る
化
し
、
達
成
感

を
全
員
で
共
有
す
る
。
そ
れ
を
次
の
行
動
に
反
映
し
て
変
化
を
起

こ
す
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
、
個
人
も
回
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う

な
「
振
り
返
る
能
力
」
を
育
む
こ
と
が
重
要
だ
。

●
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

後
半
は
、
山
田
久
氏
と
輪
島
文
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
、
越
川
慎
司

氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。
主
な
論
点
と
発
言
の
要
旨
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

①
働
き
方
改
革
が
目
指
す
べ
き
方
向

─
残
業
ゼ
ロ
や
効
率
化
に

注
力
す
る
企
業
と
、
１
人
当
た
り
生
産
性
の
改
善
に
力
を
入
れ
る

企
業
に
二
極
分
化
し
て
い
る
。
小
さ
い
ア
イ
デ
ア
を
多
く
市
場
に

投
入
し
、
結
果
を
見
て
改
善
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
（
輪
島
）。
働
き
方
改
革
を
経
営
戦
略
の

982018.1　大学時報



一
環
と
考
え
る
企
業
が
増
え
て
い
る
（
越
川
）。
１
人
当
た
り
生
産

性
が
高
い
北
欧
は
非
常
に
合
理
的
で
、
過
剰
サ
ー
ビ
ス
は
排
し
、

組
織
は
フ
ラ
ッ
ト
に
し
て
徹
底
的
に
無
駄
を
省
い
て
い
る
。
日
本

の
付
加
価
値
生
産
が
低
い
の
は
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
安
価
で
提

供
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
（
山
田
）。

②
働
き
方
改
革
に
お
け
る
社
内
の
抵
抗
勢
力
や
ト
ッ
プ
の
意
識
を

変
え
る
に
は

─
中
間
管
理
職
が
抵
抗
勢
力
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

外
部
の
成
功
事
例
に
触
れ
さ
せ
た
り
、
小
さ
な
成
功
体
験
を
作
る

と
効
果
的
（
輪
島
）。
人
間
は
感
情
で
動
く
の
で
、
信
頼
し
て
い
る

人
か
ら
促
し
て
も
ら
う
の
も
一
つ
の
手
で
あ
る
（
山
田
）。
他
社
事

例
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
活
用
な
ど
、
外
か
ら
の
刺
激
が
必
要
。

改
革
状
況
を
点
数
で
評
価
し
て
他
社
と
比
較
す
る
と
、
ト
ッ
プ
は

ノ
ー
と
言
え
な
く
な
る
（
越
川
）。

③
大
企
業
の
日
本
的
経
営
を
変
え
る
に
は

─
大
企
業
の
根
幹
は

変
わ
ら
な
い
が
、「
ブ
リ
ッ
ジ
人
材
」
を
活
用
し
て
多
様
性
を
生
か

す
方
法
を
考
え
て
は
ど
う
か
（
山
田
）。
ブ
リ
ッ
ジ
人
材
の
よ
う
な

タ
イ
プ
が
、
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
変
化

に
対
応
し
、
周
り
を
巻
き
込
め
る
人
の
力
が
必
要
（
輪
島
）。

④
変
革
を
起
こ
す
た
め
に
若
手
が
す
べ
き
こ
と

─
自
分
の
働
き

方
を
振
り
返
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
範
囲
か
ら
工
夫
し
て
変

え
て
い
く
。
小
さ
な
こ
と
で
も
実
績
を
積
め
ば
信
頼
が
得
ら
れ
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
範
囲
を
大
き
く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
が
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
（
越
川
）。

⑤
企
業
で
活
躍
し
て
い
る
人
材
と
は

─
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
他
部

門
メ
ン
バ
ー
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
傾

向
が
あ
る
。
小
さ
な
成
功
を
う
ま
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
人
を
巻
き
込

む
ス
タ
イ
ル
の
人
材
が
活
躍
し
て
い
る
（
輪
島
）。
関
心
が
あ
る
こ

と
を
外
に
発
信
し
、
他
者
に
働
き
か
け
て
い
く
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が

大
事
（
山
田
）。
大
企
業
で
活
躍
し
て
い
る
の
は
、
Ｅ
Ｑ
が
高
い

人
。
経
営
者
の
意
志
決
定
は
意
外
に
感
情
で
決
ま
る
（
越
川
）。

⑥
大
学
生
は
何
を
学
ぶ
べ
き
か

─
単
に
何
か
を
経
験
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
自
分
で
企
画
し
て
、
他
人
を
巻
き
込
ん
で
実
行
す
る

と
い
う
経
験
が
重
要
。
ま
た
、
自
分
自
身
の
頭
で
考
え
尽
く
す
と

い
う
ゼ
ミ
で
の
経
験
が
い
ま
も
役
立
っ
て
い
る
（
輪
島
）。
欧
州
と

同
様
、
今
後
日
本
で
も
長
期
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
増
え
る

だ
ろ
う
。
そ
の
他
、
安
定
的
な
友
人
関
係
や
自
分
で
考
え
る
力
を

育
む
な
ど
、
大
学
で
で
き
る
こ
と
は
多
い
（
山
田
）。
日
本
で
も
、

政
府
が
学
び
直
し
に
力
を
入
れ
て
い
く
の
で
、
大
学
に
対
し
て
実

務
ス
キ
ル
の
提
供
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
（
越
川
）。

　

最
後
に
、「
本
日
の
学
び
を
元
に
、
皆
様
ご
自
身
が
ぜ
ひ
何
か
実

践
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
越
川
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
終
了
し
た
。
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